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Abstract:To achieve thc cfficienc>it is ncccssary fOr decision makcrs to cstimate thc full cost、vhcn they invest in a transportation
mode and putthe pricc for the scfvice,In addition,thc factors by私′hich thc fuH cost is ha acterizcd must bc examined espccially for
thc modc sclection in tterms of longコun.In this paper,、vc cStimatc the fun cost in Japan by thc methods uscd by Levinson?ど,と,
、vhich estimated thc血1l cos  in California,Thcn we compare thc rl11l costs cStimatcd in Cahfornia and Japan and discuss thc factors
affccting their differencc in both rcgions.

























































2. 1 フルコス ト分析の目的
































































































LRTE=αO×PkαlxPlコ2×Pm'3×Ч仏“4×Yc・5×Ys'6    (1)
変数は以下の通りである。















LRICa=(E(Ya)'4_1,4)(za)/E(W仏)($/Vkt)    (2)
(Vkt=Vehicle―k lometer―raveled)












混雑:マイル当たりの 1台の時間遅れ (単位 :分)
(Thd)はHCM(Highway Capacity Manual)[5]により,次
式で与えられる。



























































空港整備費用(airpOrt iniasttucture costs)から構成さ    LRTE=79221×Pk1 83×P10786×PmOll°492
れる。航空路整備費用は,その要素費用を加算し,              ×Ya°439×Yc0 225×Ys°179(7)
pktで除すことにより推計される。空港整備費用は空
港利用客数などの関数として回帰分析を行い,pkt (市)利用者費用.利用者時間費用
で除して推計される。             平 均 走 行 速 度 を loo(kIIVh), 時 間価 値 を
10($/h/person)として与えている。
(1)事業者費用
事業者費用は,資本の費用 (航空機の購入に要す  (百)外部費用





(百)利用者費用.利用者時間費用         (2)高速鉄道
高速鉄道と同様に,利用者に関する費用は時間費
用のみである。時間価値を平均飛行速度で除して時   カリフォルニアでは高速鉄道が不在のため,フラ
間費用を求めることができる。           ンスのTGVを導入することを仮定して費用を推計
している。
(?)外部費用
混雑:1航空機当たりの平均遅れ (単位 :分)(Tat) (i)インフラ費用
を表す関数を次式のように与えている161。      現在導入が検討されている Los Angeles―San
Francisco High Speed Lineにおけるインフラ費用を
駒t=0,19+2.33×(Q〃QaO)6     (6) 推計し,pktで除して求めている。
ここに,Qa実現している年間当たりの空港容量,  (m)事業者費用
Qao:年間当たりの空港サービス容量である。これに   運営費用は, ヨーロッパの高速鉄道についての研
時間価値 を乗 じるこ とで費用が算定 され る。     究 INRETSANTRAPLAN〔9]のデー タを用 いて費用 を
事故:百万航行マイル当たりの大事故生起確率を  推計している。
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(面)利用者費用,利用者時間費用





























































































































































































































































































































定数 7.140 0.492 14.89(1%)




























































































航空   高速鉄道  高速道路
インフラ
カリフォルニアにおける推計結果
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